
被　　服

1Ja －9 高齢者の衣服の色の嗜好に関する一考察

〔(社) 日本家政学会

目的 ：日本の高fliii社会は 進行真 一バ:ir|iで. 来るべき2O2() 午｡にId  4 }■､に1    A､が高齢者にな る

と予測 されてい る｡ 高齢者が生き生きと生 活してい くためには｡ 衣服も また 基本的な生 活

財として、 亜要な ファク ターであ る。　 衣服のａ や 形が心理的に大 きな 影響があるこ とは、

すでに 報告されてい るとこ ろであ り、 逆に 心理効果を ねら って 、老人 ホームで もその 利用

も検討 されてい ると ち開い てい る｡ 一般に 日本の高齢 者は 地味で控 えめでく すんだ哨い

色の 服装とい う イメージ があ るが、実態はど うな のか。その理 由はどこから きてい るの か

な ど、 高齢者の 服装の実 態と意識を探 り、 今後のシ ニア相談、助 言に活 用したい 。

方法： ①街m において高 齢者の服装の 色の観察調査を行った。

②東京都、千葉市｡ 横浜 市に居住している高 齢者に面 会し、10 色のカ ラーカード と ５色の

カ ーディ ガンを実際に示して、 色の嗜好と 理由、 着た 時の気 分に つい て、予め 用意した 質

問 表に従-) て開 き取り調査をし、 その 原因 を探ることを 試みた 。

結果： ①itf頭での 観察 結果では、予測どお り、 高齢者の衣 服は 無彩色が多か った。

②調 査対象の 高齢者の 平均 年齢は7'1.3歳であ った が、視力は衰 えてい るものの、 腱康で 、

多少お 化粧もしおしゃれ心 もあ り、衣服は自 分で 選び購入してい る者が殆どであ った。カ

ーディガンの 色選びでは 、好みとしては明 かるい ピン クなどあげ ている もの の、実際には

明るい 色を選んだ高i! 者は 少なく 、年齢にふ さわしい 、上品に 見える、 気分が 落ち着く 等

があげ られ、 他A､ の目や 社会的 規範が影響してい ると思われた。 また 同居mm がい るかど

うか、ft 粧等のお しゃれ心がある かどうか も色選 びに 無関 係ではない ことがわか った。

I Ja－10 洋服の色のイメージに関する研究
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目的　洋服の色は我々に様々な感情効果をもたらすが、それは一般に言われている色相、
明度、彩度から把握した色紙の感情効果と同じであろうか。また、色に対する嗜好は色の

ｲﾒｰｼに゙影響を与えるのであろうか。これらを解明することを目的に以下の調査を行なった。

方法　調査は質問紙調査法により、1998年10月～12月に実施した。調査対象者は、家政

系の女子大学に通う学生323名（首都圏237名、北海道86名）である。調査内容は、あらか
じめ配布した資料（Ｖﾄｰﾝの赤、緑、青、紫、黄と黒の6色のﾌﾞPｰFの生地で製作した同形の

ﾜﾝﾋﾟｰｽFﾚｽ着用写真と布地を添付）を見ながら、各色のFﾚｽに対するｲｰ ｼﾞ(SD 法、15形容詞

対、5段階尺度）、好きな色のFﾚｽの順位などを回答してもらった。また、Fﾚｽ各6色のﾌﾞﾛ-F

生地（50×SOmni)を添付した資料を配布し、布のみで同様の調査を行なった。解析方法は単
純集計、平均値の差の検定、因子分析法を適用した。

結果　 洋服の色に関するｲﾒｰ ｼﾌ゙ﾟﾛﾌiｰﾙはほぼ文献による色紙のものと同じであったが、布
との比較ではかなりのｲﾒｰ ｼの゙差が見られた。また、各色のFﾚｽについて好きな順位の1位と

2位に答えた人と5位と6位に答えた人のその色に対するイメージ、及び各色の布での色のｲ

ﾒｰｼ に゙ついて、因子分析法により解析を行なった。その結果、二因子（第一因子は明るさ

の因子、第二因子は強さの因子）が抽出され、6色すべてにおいて、Fﾚｽ の色が好きである

と回答した者は、嫌いな者よりも該当色に対して明るいｲﾒｰ ｼを゙持っていることや、赤、青、

黄色に関しては色の好き嫌いや、それが布かFﾚｽに仕立てられているかの区別なく、それ
ぞれ動的、静的、明るいｲﾒｰ ｼを゙もっていることなどが明らかになった。
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